特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　11年1１月３日　３８０号
防賀川ワークショップ　29日(土)　第1幕　最終回　（第二幕への準備）　
京田辺市中央公民館大ホール　24人の参加

素晴らしい秋日和行楽の日になりました。この日に24人が集合いただき熱心に論議いただきました。これまでの3回を振り返り主なポイントの説明のあと、4班が順番に前に出てポーズを変更したところを発見して間違い探しをグループで発表するゲームで、すっかりうちとけられました。頃合いをみて、本題に進みます。パワーポイントで用意した資料を映し防賀川の景色にクヌギや桜など適当な樹木を植える図で景色や雰囲気を描き、これをイメージしてそれぞれがどの樹木を育てればいいのかを考え、そしてなぜ植えるのか、又何をしたいのか、を加えてグループでの話合いとなりました。すっかり仲良くなった皆さんは、一生懸命に判ってもらおうと話し合いました。そして班ごとに集約して、まとまったものを全員に発表しました。資料に記載されていない樹木名も数種アップしてきたので資料に加えた24種のうち各人がこれと思うものに投票シールを張って集計しました。1位はイチョウとなり、2位はサクラでした。しかし、ダントツ一位はありませんでした。これは各人それぞれの思いがバラバラで幅広いものであることがはっきりしました。皆さんは、本日の会議で樹木種を決定するのではなく、できるだけ機会あるごとにアンケートなどを生かして広く声の集約が大切であるとに納得されていました。さしあたって京田辺市民文化祭でアンケートをお願いすることを決めました。
里山農園・農業塾では、チンゲンサイ　ホウレンソウ　コマツナ　ミズナが出荷まじかになりました。
文化祭に間に合うか？　種まきをしたのが9月18日でした。その日から43日が経過しました。9月23日にはしっかり双葉が芽を出しました。そして間もなく出荷ができるように育ちました。コマツナ、チンゲンサイ、ヒノナ、ホウレンソウなど見事に大きくなり、素晴らしい野菜畑になり深い緑の畝が出現しています。楽しみな時期を迎えることが出来ました。11月の5～6日に開催される京田辺市民文化祭に成果物を展示販売してみようと張り切っています。市民の皆さんに里山農園農業塾をひとりでも多く知っていただきたいと思っています。御期待下さい。
河川レンジャー運営委員会　31日　
八幡市、久御山町、城陽市、京田辺市、井手町(欠席)、木津川市、精華町と京都府北土木事務所からの出席があって、河川レンジャーの活動報告について質問やご意見、激励などが話されました。山村は、河川レンジャーのイベントの取り組みに当って種々の作業と作業内容の大切さを報告しました。福井浪恵レンジャーは川の学校開催で地域との連携や子ども達の成長について、山田信人レンジャーは各地域の人々と一緒に行った木津川支川の水質調査活動について、田中実知世レンジャーは、4人のレンジャーの協働行事と川の構造物見学とその施設の役割を知る取組み、鳥や昆虫の生育観察活動について子ども達の生き生きした姿から多くの事が学べることを報告しました。
鹿背山の柿を育てる会　松岡幸男さんとの話合い　27日
　里山の会に今年は柿の販売や柿狩りをされるのかと言った問い合わせが多くきています。これまでの取組の実績があってのことです。ＵＲによる木津中央地区での住宅開発工事が着工されるとのことからこれまで40本の柿の木畑がその予定地で、この春以来柿の芽摘みもできなくなっていす。従って柿販売は品物が無いことになりました。それでも何とかと要望が寄せられましたので、松岡さんを鹿背山の柿を育てる会におたずねして、これからのお付き合いをよろしくと挨拶し、次にご無理をお願いできないものかと相談しました。松岡さんは、地域のある方からも協力してと言われたので、今年は11月20日ごろには柿が無くなるほど、大変不作で収穫量が少ないけれども、無理をして少しだけお分けしますと、連絡が届きました。
文化祭リハーサル　1日
　展示のために合評会を実施。　展示準備している各部会やサークルの皆さんが発表内容をこの日に合わせて準備した作品を出し合って、見栄えや内容、文字の読みやすさなどについて合評をしました。ここで出された意見を受け止めて修正していくことになりました。正確な数字によるデータですが、少し読みづらいので改良するといいのでは、びっしりなので強弱優先順位をつけて、来訪者にわかりやすくなどといった意見がありました。8サークルが頑張っています。多くの方のご観覧をお待ちしています。
　

きっと文化祭の人気者に　自分で作る綿菓子　
試運転順調(小川さん、またまたすごい力量発揮)数年間里山の会の倉庫で眠っていた機械の修理をお願いしました。サビを落としペンキを塗り、高温に熱せられた砂糖が綿状に飛び出して綿菓子にする燃焼窯のほこりの除去を丁寧にやっていただきその上、細部までの点検の実施。そして復元いただいて新品同様に生れ変わらさせ再生完了。この日にあわせて修理いただき、見事に美味しい綿菓子が出来ました。この機械は子どもなら一度に5人は十分に綿菓子が作れる優れものです。自分で作る綿菓子できっと人気が出ると思います。
　
堆肥作り作業　8日9時30分より　木津川流域センターで　木津川での草刈は年間2回実施されています。この苅草を持出して燃焼処分と現場その場での燃焼処分の二通りがあります。里山の会ではその場でも持ち出しでも燃焼処分は問題だとして堆肥化を提案してきました。その結果試験的な試みが行われてきました。この施設設備の活用充実でなく経費削減のあおりで堆肥化は中止の方向を示してきました。この都度木津川河川レンジャーがこの作業を行い施設を遊ばさないとして堆肥化に取りくみます。時間のある方お越し下さい。
地域力再生事業　順調に進展　約1/3完成へ　１　木津川希少植物の管理地明示版の設置　　管理地の確認中。２　京都府植物誌目録ノート原簿資料の冊子化(4000頁・・5分冊)　スキャン完成印刷原稿完成。３　猪対策と農道整備　　40本の松杭と150本の鉄筋杭、その他60本の小杭50本を打ち込み　土嚢1000袋作成　間詰土2ｔ運搬、コア200枚枚の防護柵設置で軽自動車の通行可能に。４　尾根筋ハイキングコースの整備　整備箇所のリストアップ　計画書作り。５　防賀川での植樹　ワークショップの取組　第一幕を完了　8月27日から9月18日23日、10月29日の4回のワークショップを成功させた。　　植樹祭への取り組みを。６　里山農園　農業塾　野菜収獲の時期を間もなく迎える
加茂町アジサイホールでの木津川物語シンポジウム　26日午後1時より　　報告山村武正　福井波恵が当たります。昨年は淀川資料館で木津川の植物展を開催しました。今年は郷土資料館からお呼びがかかりました。魚、植物、景色、鳥など身近な生き物についてと、沿川の人々に木津川の位置づけがどのようにつながっているのかなどについて展示発表する準備をしています。短い時間ですが福井山村の発表も含めてごらんいただければ大変ありがたいと思います。
第29回京都木津川マラソン大会　締切られる　フル2708人、ハーフ2156人、5ｋｍ274人、3ｋｍ313人合計5451人　見通し5600人の大台に到達か？昨年は5391人、一昨年5535人　今年は過去最高異到達か？
やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　ホームページhttp://www.yamashiro.npo-jp.net/





















週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

